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【手続補正書】
【提出日】平成30年1月24日(2018.1.24)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ワイヤレス通信のためのユーザ機器(UE)の無線リソース制御(RRC)状態を遷移させる方
法であって、
　前記UEが前記RRC状態のうちのセル専用チャネル(CELL_DCH)状態にある間に、ネットワ
ークから再構成メッセージを受信するステップであって、前記再構成メッセージは、前記
UEを、前記RCC状態のうちの前記CELL_DCH状態から非専用チャネル状態に遷移させるよう
に構成される、ステップと、
　前記UEを、前記RRC状態のうちの前記CELL_DCH状態から、前記RRC状態のうちの前記非専
用チャネル状態に遷移させる、前記受信された再構成メッセージに応答して、複数の肯定
応答手順をアップリンク上で前記ネットワークに送るステップとを含み、
　前記複数の肯定応答手順の数は、前記UEの以前のRRC状態遷移に少なくとも基づいて判
断され、
　前記複数の肯定応答手順の各々は状況パケットデータユニットを含み、前記状況パケッ
トデータユニットは、前記ネットワークからの前記受信された再構成メッセージの肯定応
答情報を含む、方法。
【請求項２】
　前記再構成メッセージは無線ベアラ再構成メッセージであり、前記RRC状態のうちの前
記非専用チャネル状態は、前記RRC状態のうちのセルフォワードアクセスチャネル状態で
ある、請求項1に記載の方法。
【請求項３】
　複数の肯定応答手順をアップリンク上で前記ネットワークに送るステップは、前記UEの
速度および前記UEの現在サービング中のセルの搬送周波数に基づいて決定されるコヒーレ
ンス時間に基づいて、前記複数の肯定応答手順を前記アップリンク上で前記ネットワーク
に送るステップを含む、請求項1に記載の方法。
【請求項４】
　前記複数の肯定応答手順の数は、推定アップリンクブロックエラーレートに少なくとも
基づいて判断される、請求項1に記載の方法。
【請求項５】
　前記ネットワークは高速パケットアクセスタイプシステムを含む、請求項1に記載の方
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法。
【請求項６】
　ワイヤレス通信のためのユーザ機器(UE)の無線リソース制御(RRC)状態を遷移させるた
めの装置であって、
　前記UEが前記RRC状態のうちのセル専用チャネル(CELL_DCH)状態にある間に、ネットワ
ークから再構成メッセージを受信するための手段であって、前記再構成メッセージは、前
記UEを、前記RCC状態のうちの前記CELL_DCH状態から非専用チャネル状態に遷移させるよ
うに構成される、手段と、
　前記UEを、前記RRC状態のうちの前記CELL_DCH状態から、前記RRC状態のうちの前記非専
用チャネル状態に遷移させる、前記受信された再構成メッセージに応答して、複数の肯定
応答手順をアップリンク上で前記ネットワークに送るための手段とを備え、
　前記複数の肯定応答手順の数は、前記UEの以前のRRC状態遷移に少なくとも基づいて判
断され、
　前記複数の肯定応答手順の各々は状況パケットデータユニットを含み、前記状況パケッ
トデータユニットは、前記ネットワークからの前記受信された再構成メッセージの肯定応
答情報を含む、装置。
【請求項７】
　前記再構成メッセージは無線ベアラ再構成メッセージであり、前記RRC状態のうちの前
記非専用チャネル状態は、前記RRC状態のうちのセルフォワードアクセスチャネル状態で
ある、請求項6に記載の装置。
【請求項８】
　複数の肯定応答手順をアップリンク上で前記ネットワークに送るための前記手段は、前
記UEの速度および前記UEの現在サービング中のセルの搬送周波数に基づいて決定されるコ
ヒーレンス時間に基づいて、前記複数の肯定応答手順を前記アップリンク上で前記ネット
ワークに送るための手段を備える、請求項6に記載の装置。
【請求項９】
　前記複数の肯定応答手順の数は、推定アップリンクブロックエラーレートに少なくとも
基づいて判断される、請求項6に記載の装置。
【請求項１０】
　前記ネットワークは高速パケットアクセスタイプシステムを含む、請求項6に記載の装
置。
【請求項１１】
　コンピュータ実行可能コードを記憶しているコンピュータ可読記憶媒体であって、
　ユーザ機器(UE)が、無線リソース制御(RRC)状態のうちのセル専用チャネル(CELL_DCH)
状態にある間に、ネットワークから再構成メッセージを受信するためのコードであって、
前記再構成メッセージは、前記UEを、前記RCC状態のうちの前記CELL_DCH状態から非専用
チャネル状態に遷移させるように構成される、コードと、
　前記UEを、前記RRC状態のうちの前記CELL_DCH状態から、前記RRC状態のうちの前記非専
用チャネル状態に遷移させる、前記受信された再構成メッセージに応答して、複数の肯定
応答手順をアップリンク上で前記ネットワークに送るためのコードとを備え、
　前記複数の肯定応答手順の数は、前記UEの以前のRRC状態遷移に少なくとも基づいて判
断され、
　前記複数の肯定応答手順の各々は状況パケットデータユニットを含み、前記状況パケッ
トデータユニットは、前記ネットワークからの前記受信された再構成メッセージの肯定応
答情報を含む、コンピュータ可読記憶媒体。
【請求項１２】
　前記再構成メッセージは無線ベアラ再構成メッセージであり、前記RRC状態のうちの前
記非専用チャネル状態は、セルフォワードアクセスチャネル状態である、請求項11に記載
のコンピュータ可読記憶媒体。
【請求項１３】
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　複数の肯定応答手順をアップリンク上で前記ネットワークに送ることは、前記UEの速度
および前記UEの現在サービング中のセルの搬送周波数に基づいて決定されるコヒーレンス
時間に基づいて、前記複数の肯定応答手順を前記アップリンク上で前記ネットワークに送
ることを含む、請求項11に記載のコンピュータ可読記憶媒体。
【請求項１４】
　前記複数の肯定応答手順の数は、推定アップリンクブロックエラーレートに少なくとも
基づいて判断される、請求項11に記載のコンピュータ可読記憶媒体。
【請求項１５】
　前記ネットワークは高速パケットアクセスタイプシステムを含む、請求項11に記載のコ
ンピュータ可読記憶媒体。
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